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序

国分寺は千二百余年前、聖武天皇の発願によって全国六十余ケ国に建立された。以来、時代 

の変遷の中で次第に変貌、衰退し、多くの建物は焼失、倒壊して、当時の建物をとどめるとこ 

ろはない。上野国分寺も同様で、現在、塔跡と金堂跡に往時をしのぶ礎石が並ぶのみである。 

群馬県教育委員会は、文化庁の協力で、この東国文化発祥の記念すべき上野国分寺跡を史跡公 

園として整備し、県民のいこいの地たらしむベく昭和48年土地公有化に着手した。幸いにも地 

域住民の理解と協力で公有化は進み、史跡公園建設のための第一次遺跡確認調査を完了した。 

本書の刊行に際し、協力をいただいた多くの関係者に謝意を表するとともに、この報告書が有 

効に活用されることを祈る。

昭和56年3月31日

群馬県教育委員会教育長 横 山 巌
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--------------------------------例 言--------------------------------

1. 本報告書は、群馬県群馬郡群馬町東国分他に所在する史跡上野国分寺跡の昭和55年度 

保存整備事業の概要である。

2. 本事業は、国庫補助事業として群馬県教育委員会が実施した。

3. 本事業は、史跡上野国分寺整備委員会(委員名別記)の指導、助言を受けつつ、群馬 

県教育委員会文化財保護課文化財保護主事桜場一寿•洞口正史が担当、実施した。

4. 発掘基準杭の設定、金堂跡、塔跡の現形測量及び航空測量用写真の撮影は各専門業者 

に委託し、担当者が立ちあった。

5. 本報告書の作成、編集は洞口が担当し、遺構実測、写真撮影は桜場•洞口が、遺物写 

真は桜場が担当した。

6. 出土した遺物は、群馬県教育委員会が保管している。

(表紙Pl1.上野国分寺跡全景)



I 遺跡の位置と立地環境

史跡上野国分寺跡は、前橋市街の西方約4km、群馬郡群馬町東国分の集落の北に接し、一部は 

前橋市元総社町にかかる。上毛三山の一つ、標高1,441mを測る榛名山の東南麓に広がる扇状地 

が肥沃な平野地へ移行しようとする端部にあたり、南を染谷川、北を牛池川に狭まれた徴高台 

地上に立地している。台地は南東にゆるやかに傾斜し、また微地形も入り組んで、必ずしも平 

坦ではない。

東方約400mには国分尼寺跡がある。昭和44年、45年に発掘調査が行なわれ、方一町半の寺域 

を有するものと考えられる。東北方約lkmには山王廃寺があり、また終末期の古墳として著名 

な蛇穴山古墳も近い。国府は前橋市元総社町地内に想定されており、国分寺周辺の地域は、ま 

さに古代上毛野国の中心たるにふさわしい様相を呈する。また、関越自動車道の建設に伴い、 

国分両寺の中間地はじめ周辺地で新しい成果が得られている。国分寺以前の、またそれ以後の 

この地の歴史的環境が、さらに詳細に解明されるであろう。

Fig1 上野国分寺跡と周辺の遺跡 1/50,000



II 調査に至る経過

上野国分寺跡地は上越線群馬総社駅の西南約1.4kmにある群馬郡群馬町大字東国分の部落に南 

接し、同町大字東国分字村前、同町大字引間字石堂、同町大字引間字妙見、前橋市元総社町字 

小見に跨って存在する。

大正15年10月20日に内務大臣から史跡として指定され、昭和2年1月にその管理者として、 

国府村(現群馬町)と元総社村(現前橋市)とが指定された。その指定品積は台帳面積で62,092 

筆数は指定当時76筆、別に指定地内に介在する道路を含んでいる。指定地内には13戸の人 

家と土壇二箇所及び墓地若干あるほかは、畑地であった。

昭和43年関越自動車道の基本計画が立てられ、翌年度にはその整備計画が発表された。それ 

によると、この道路が国分寺跡の東側約150 mのところを南北に走り、指定地の東南約2 kmのと 

ころに前橋インターチェンジができることになった。

この道路が完成されると、国分寺跡所在地への開発の波及が必至と考えられるので、群馬県 

教育委員会では、諸開発からこの国分寺跡地を守るため、指定地の公有化を検討し、昭和47年 

度から地権者との接渉を開始した。

史跡上野国分寺跡土地買上事業は昭和48年度総予算額7,000万円を初年度として開始した。以 

後、昭和55年度まで土地買上事業を継続実施した。55年度までの総事業費10億3,0⑻万円、買上 

地総面積は48,811.58 m2で指定地の78.61%になった。

上記のような土地買上事業の進展に伴い、昭和55年度から上野国分寺跡保存整備委員会を発 

足させるとともに、遺構確認調査を実施した。

III調査の経過

本年度の調査は、昭和55年12月10日より、昭和56年3月28日まで実施した。9ケ年にわたる 

事業の初年度として、寺域の範囲確認、主要伽藍の配置に関する基礎資料の収集を目的とした 

調査である。以下、月を追って調査の経過をふりかえってみたい。

12月 調査準備。金堂跡、塔跡の現況写真撮影のための清掃。第ートレンチ発掘、第2トレ 

ンチ発掘。作業員数少なく思うように進まない。第1トレンチで南辺築地跡を検出した。

1月 第1〜7トレンチ発掘。後半期は、周辺発掘現場の協力もあり、作業員数が一挙に増 

加した。深耕等による攪乱で、第1• 5トレンチの他は国分寺関連の遺構が検出されない。遺 

物も少量であった。第5トレンチ東辺の建物は東門跡と思われる。

2月 第1〜11トレンチ発掘。第2〜4 • 6〜8トレンチは完了。寒い日が続き、雪の日も 

あった。西辺及び北辺に設定したトレンチでは予想された築地、溝等が認められず、今後の計 

画に悩む。49年度に調査されたA • Bトレンチを再発掘し、南辺部については走向確認の見通 

しができる。

3月 第1.5 • 9〜11トレンチ発掘。第1トレンチで基壇状の遺構、第9トレンチで築地 

跡、第11トレンチの瓦溜りと重要な遺構が続出し処理に追われる。航空測量用写真撮影も行な 

い、28日に作業を終了した。



IV調査の概要

1.目的及び調査方法

本年度の調査は、寺域範囲及び主要伽藍の配置に関する基礎資料の収集を目的とした。トレ 

ンチ方式による発掘調査で、各トレンチの名称は調査順につけた。また、調査基準線は国家座 

標第IX系X = +43,750.0、Yニー72,5⑻.〇を中心として、座標北より4°西偏させて設定し、各 

トレンチ、遺構の位置はこの中心点から東西南北方向への距離をもって示す。トレンチは巾3 

mとし、東西南北各辺及び主要伽藍近くに設定した。測図には遣り方を用い、正確を期した。

Fig 2 遺跡全体囱•トレンチ配置図 1/2000



2.遺 構

1)第1トレンチ

S92m~108m、E56m〜59 mに設定した寺 

域南辺確認のためのトレンチである。南辺を 

画する築地跡と建物基壇跡が検出された。

築地跡はS96m〜101mの地点に位置し、基 

部巾4.83m、上端部(現況)1.49m、北側寺 

域内地山よりの比高1.38m、南側寺域外より 

の比高1.82mである。南側でローム層を削り 

出し、その上に黒褐色土を積み、さらに上端 

近くではロームを混じた褐色土をのせてい 

る。版築等によりつき固めることはせず、築 

土のしまりはそれほど強くない。犬走り、柱 

穴等は確認できなかったが、北側基部に、巾 

40cm程の小溝が走っている。

建物基壇はS87.2m～93.65mに位置し、E 

57.5付近が西端となるようであるが不明確で 

ある。注目されるのは瓦組み遺構で、西辺を 

そろえて南北に並ぶ。瓦は凸部を上にし、凹 

部には小さな瓦片をつめて補強している。S 

87.5で東へ屈曲する。丸瓦•平瓦を無作為に 

使用する。

遺物は築地より北、寺域内で多量に出土し 

た。特に、建物基壇跡周辺に集中する。基壇 

北方では鬼瓦片も出土した。

築地と建物の間には、浅間B軽石の純堆積 

が認められ、これ以下に瓦片が集中する。築 

地の南側寺域外ではこの純堆積は認められず 

寺域内外で、B軽石降下(1108年)以後も土 

地の利用について、意識的な差のあったこと 

をうかがわせる。

P12 .第1トレンチ全景

P13.瓦組み遺構出土状態
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Fig 3第1トレンチ全体図1/110 I



2)第5トレンチ

E108m〜132m、N21m〜24mに設定した 

寺域東辺確認のためのトレンチである。

二棟の建物基壇跡を検出した。

E127m〜132mで認められた建物基壇跡 

(東建物跡)は、現状で高さ48cm程の削り出 

し基壇である。上面を耕作によって大きく攪 

乱され、柱穴等の施設は確認できなかった。 

東辺は現在道路下となっているため、今回は 

調査できなかった。この建物跡は金堂の推定 

中心の東にあたり、従来から東門の存在が想 

定されていた地点に相当する。金堂の中心か 

らこれの西端までは101.2mあり、築地が門の 

周辺で屈曲するという考えをとれば、東門跡 

の可能性の強い遺構といえよう。来年度以後 

の調査によって全容が明らかにされるであろ 

ぅ〇

E108m〜112.4 mで検出された建物基壇跡 

(西建物跡)は現状高34cm、東建物跡と同じ 

く削り出し基壇である。やはり耕作による大 

きな攪乱をうけ、柱穴等は見られない。

両建物跡間の距離は14.4mである。

遺物は東建物跡周辺に集中し、三重弧文軒 

平瓦を含む瓦片とともに、土師器の甕、环片 

が東建物跡基部近くに散在していた。

P15.東建物跡(西より)

Pl4 .第5トレンチ全景(西より)



Fig 4第5トレンチ東建物跡1/40



3)第9トレンチ

S 70 m 〜80 m • 90 m 〜110m、W3 m〜6 m 

に設定した寺域南辺辺の確認、及び南半の土 

層観察めためのトレンチであるが、S70m 

〜80m部は、地山ローム層直上まで耕作に 

よって攪乱され、また遺構も認められなかっ 

た。

S 90 m〜110 m部では南辺築地跡及び溝状 

を呈するかと思われる大きな落ち込みが検出 

された。

南辺築地はS95.0m~101mに位置し、基部 

巾6 m、上端巾(現況)1.5m、北側寺域内地 

山よりの比高0.7m、南側寺域外よりの比高1. 

28mである。構造は第1トレンチと同じであ 

るが、築土がやや粘性をもつ黒褐色土で、し 

まりが良い。

昭和49年度調査のA • B両トレンチで検出 

された築地跡と、今回の第1.9トレンチ検 

出のものとを総合すると、築地の走向は、ほ 

ぼ£_3° 5〇, —Nとなる。金堂の想定中心か 

らの距離は117 mである。

溝状かと思われる遺構は、S105.5 m以南で 

東西にのびるようである。現地表から1.8m程 

の深さで、底部近くに瓦の大破片が捨てられ 

たような状況で出土したが、国分寺と直接の 

関連を持つものかは不明である。

遺物は築地周辺と溝状遺構内に集中し、特 

に後者では軒丸瓦はじめ多量の瓦大破片、完 

形の須恵器坏、三彩片が出土した。瓦片は底 

部近くに集中するが、須恵器坏、三彩片は遺 

構埋土の中位以上のレベルで出土している。

Pl6 .第9トレンチ全景(南より)

Pl7.溝状遺構内瓦出土状態



Fig 5 第9トレンチ築地部 1/40



4)第11トレンチ

E 2 m〜W26m、S12 m〜15 m、塔跡の東 

に設定したトレンチで回廊跡の検出を目的と 

したもの'であるが、検出されなかった。

遺構は、E3.8 mから東へ落ちこむ南北方向 

に走る溝と、W3 m〜Wlmで鬼高期終末か 

と思われる住居跡を検出したのみである。住 

居跡は、今回の調査では完掘できなかった。

また、W19.5m 〜W21m、S13m 〜15m で 

瓦片の集積が認められた。

溝は現地表から2 mの深さがあり、五輪塔 

の空風一体輪及び地輪、馬骨と思われる獣骨 

が溝底で出土した。Elm〜2 mの地点では 

現状でも畑境に段差がみられ、この溝との関 

連を示す。寺域内ほぼ中央に、「参道」と呼ば 

れる小さな谷が入るカヾ、この溝はこれへ続く 

ものであろう。埋土内には浅間B軽石も認め 

られず、(参道内に設定した第1◦トレンチでも 

認められない)「参道」は国分寺よりかなり後 

に形成されたと見るべきであろう。

瓦片の集積は長円形の小凹地に廃棄された 

ような状態で検出されたが、穴を掘った形跡 

は認められない。

耕作によって、集積の上面まで攪乱されて 

いるが、塔跡側よりのびる旧地表面と考えら 

れる浅間C軽石まじりの黒色土が瓦集積西端 

近くで落ち、その上に、焼土粒を多量に含む 

暗褐色土がのる。この焼土は瓦集積をおおっ 

ている。ただし、瓦片自体は火を受けておら 

ず、国分寺との関係を直ちに考えることはで 

きない。

瓦集積からは創建期のものと考えられる軒 

平、軒丸瓦等が認められ、またW4.6m地点の 

表土直下から三彩片が出土した。

P18.第11トレンチ全景(東より)

P19.瓦 集 積



Fig 6 第11トレンチ瓦集積部 1/40



5)金堂跡

上野国分寺跡では、塔址、金堂址が基壇、礎石を良く残している。発掘調査によって現形が 

そこなわれる前に測量図を作製し、記録を留めると共に、建物の方向を確認し、今後の調査に 

備えることも、本事業の目的の一つであった。Fig. 7 • 8がそれである。

金堂は寺域のほぼ中央に位置する。北辺は、公有化前に人家が建っていたため削平が進み、 

西辺は水路で切られて、旧形を著しく損なっている。昭和17年の太田静六氏の「上野国分寺伽 

藍の研究」によれば9個の礎石が示されているが、現在は5個の礎石を確認するにとどまる。 

さらに2個の礎石が北辺に埋めてあるとのことであるが、確認していない。北辺の2個の礎石 

には柱座がつくり出される。現基壇中央部の礎石では根石も観察され、現位置を保っているこ 

とが確実である。西北隅の一個を除き、他の4石は移動していないだろう。

基壇北東部及び西南部は、古くよりの基地となっており、五輪塔等も多い。また中央部、南 

東部ではおびただしい瓦片が散布している。特に南東部に多いが、耕作の際出土した瓦を基壇 

上に投げあげたものといわれる。塔跡でも同様に東部に瓦が厚く堆積する。強い北西風による 

ものであろうか。



pi10.金堂跡全景(南より)

Pl11.〜14.金堂跡礎石



6)塔 跡

金堂の西南に塔址がある。15個の礎石が今も残る。推定方向は、約N—1° 22z —Wとなり、 

南辺築地とは直交しない。心礎の現高(石碑を立てる際礎石上部が削られているが)と第11卜 

レンチで検出された旧表土面との比高は約1.9mである。基壇南側は、明治の頃宗教団体がここ 

を道場として使用した際に盛り土したものとも考えられ、当初よりこのような大基壇を有した 

と断ずることはできない。地元で、「塔は東に倒れた」といわれるとおり、西側に設定した第3 

トレンチでは瓦の出土がほとんどなく、東側の第11トレンチで多量の瓦の出土をみていること 

も注意すべきであろう。

Fig 8 金堂跡現形図 1/300



Pl15.塔跡全景

Pl16.塔跡礎石



3.遺 物

遺物はコンテナパット200箱を越えた。

大部分が瓦片であるが、土師器、須恵器等 

の土器、釘等の鉄製品も出土した。繩文土器、 

石器もごく少量ではあるが出土し、中世にか 

かる土器類、古銭等もある。特筆すべきは二 

片の三彩の出土であろう。本県では十三宝塚 

遺跡の火舎獣脚他数例が知られるのみである。 

遺構に伴わないことが残念である。

遺物の多くは第1.5.9 .11トレンチよ 

り出土し、検出された遺構に関連するもので 

あろうが'、第9 .11トレンチでは、その出土 

状態自体が問題を含む。また、西辺及び北辺 

の各トレンチからの瓦の出土はごく少ない。

以下に、軒丸瓦、軒平瓦を中心に主要な遺 

物をあげた。縮尺は不同である。

P119.第1トレンチ出土軒丸瓦

P12〇.第1トレンチ出土軒丸瓦

P117.第1トレンチ出土鬼瓦 P121.第1トレンチ出土軒瓦

P118.第1トレンチ出土軒丸瓦 P122.第1トレンチ出土軒丸瓦



Pl23.第9トレンチ出土軒丸瓦

P124.第9トレンチ出土軒丸瓦 P128.第11トレンチ出土軒丸瓦

P125.第11トレンチ出土軒丸瓦

P126.第11トレンチ出土軒丸瓦

P129.第11トレンチ出土軒丸瓦

P13〇.第11トレンチ出土軒丸瓦

Pl27.第11トレンチ出土軒丸瓦



Pl31.第1トレンチ出土軒平瓦 P135.第9トレンチ出土軒平瓦

P132.第1トレンチ出土軒平瓦 P136.第11トレンチ出土軒平瓦

P133.第5トレンチ出土軒平瓦

P134.第5トレンチ出土軒平瓦

P137.第11トレンチ出土軒平瓦

P138.第11トレンチ出土軒平瓦



P143.第1トレンチ出土文字瓦Pl43.第1トレンチ出土文字瓦

Pl41.第1トレンチ出土文字瓦

Pl42.第1トレンチ出土文字瓦

Pl39.第11トレンチ出土軒平瓦

Pl40.第11トレンチ出土軒平瓦

Pl45.第1トレンチ出土文字瓦

Pl46.第2トレンチ出土文字瓦

Pl44.第1トレンチ出土文字瓦



Pl47.第2トレンチ出土文字瓦

P148.第9トレンチ出土文字瓦

P149.第9トレンチ出土文字瓦

P150.第9トレンチ出土文字瓦

P151.第9トレンチ出土須恵杯

P152.第5 (左).9 (右)トレンチ出土三彩

P153.第5トレンチ出土三彩

P154.第11トレンチ瓦出土状態



V む す び

今回の調査は、次年度以後の調査、及び保存整備事業を進めるにあたっての基礎資料の収集 

を目的としたものであるため、トレンチ方式をとり、必要最少限の発掘にとどめた。12本の卜 

レンチで約8⑻m2を発掘したカヾ、寺域範囲について、南辺築地跡の検出によって走向の推定がで 

き、また東門跡と思われる建物跡を検出した。西辺では寺域を画する遺構は認められなかった。 

これは特に寺域西半部、及び北辺部で表土層が薄く、深耕、あるいは後代の遺構によって地山、 

ローム層まで切り込む攪乱を.受け、地上構造物が遺存し得なか'ったものと見られる。また、自 

然条件の変化による遺構破壊、たとえば昭和初年頃まで続いたという洪水も一因であろう。

上野国分寺の範囲については、「上野国交替実録帳」に「築垣一廻 四面貳町 長参佰貳丈壹 

尺」との記載があるが、これについても、考古学的な検討を加えなければならない。

出土遺物は多量に得られた。瓦片が主体であるが、多種にわたり、様々な分析が可能であろ 

う。奈良三彩の出土は県内では少なく、古代上毛野国の文化センターとしての国分寺にふさわ 

しい。

文末ではあるが、巌寒•烈風の中、調査に協力して下さった方々、暖かい御指導、御援助を 

頂いた方々に、深く感謝する。

参考文献 群馬町教育委員会「上野国分僧寺寺域緣辺の調査」 昭和50年

太田静六「上野国分寺伽藍の研究」建築学会論文集27号 昭和17年
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